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○２０番（古畑浩一君） 

今回の不祥事をめぐるの中で、ただ１人市長だけが、全く責任をとってませんよね。この全てが

はっきりしたら、責任とるということだ。だから、責任をとるのが嫌だからといって、隠蔽しない

ように。ここは正々堂々とやってください。お願いして終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、古畑議員の質問が終わりました。 

ここで、昼食時限のため暫時休憩します。 

再開を、午後１時とします。 

 

〈午前１１時５４分 休憩〉 

 

〈午後１時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開します。 

次に、古川 昇議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 〔８番 古川 昇君登壇〕 

○８番（古川 昇君） 

おはようございます。 

市民ネット２１、古川 昇であります。 

発言通告書に基づきまして、１回目の質問を行います。 

１、地域包括ケアシステムについて。 

「２０２５年」、「団塊の世代」、「地域包括ケア」、このことは医療・福祉・介護の分野では

よく聞く言葉であります。つまり、２０２５年には団塊の世代の全員が後期高齢者となり、従来の

医療や福祉や介護の体制では支えきれず、病院・施設だけではなく在宅で必要なサービスを受けな

がら、安心して生活ができる地域包括ケアの仕組みづくりが必要となります。 

住みなれた地域で、我が家で高齢者が安心して生活できるように、行政や専門家、住民が目的を

共有しネットワークをつくり、連携・協力して地域ぐるみで実施・実現することが求められており

ます。職種や立場の違いによって、捉え方の違いにも配慮が必要となります。 

そこで以下の項目について伺います。 

(1) 在宅医療と介護の連携では、在宅医療連携協議会の開催が提案されております。これまで

どのような事業が実施されてきたのか。 

また、多職種連携のひすいカフェは定期開催とあります。それぞれのかかわりをどう把握

されていますか伺います。 

(2) 地域ケア実現に向け、専門職のサービスは以前の医療・介護・予防に「看護」、「リハビ

リテーション」、「保健」が加えられました。 
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在宅介護の充実を目指していますが、どのような役割が求められているのか伺います。 

(3) 住まいと住まい方の捉え方は、何となくわかるようではっきりいたしません。実は、老後

の長い時間をどう過ごすのかが重要な点であります。 

高齢者にどう周知を図り、理解を求めてきたのか伺います。 

(4) 生活支援について、介護や医療サービスの必要性の前に、日常生活の困りごとを細かなサ

ービスで支え、福祉で支援する取り組みはどうか伺います。 

(5) これからは介護分野の「積極的な公開」と「見える化」が大事ではないかと思います。従

来の高齢化率や介護認定率、待機者数なども大変必要でありますが、地区住民・市民がいつ

でも現場に気軽に訪れて、溶け込めるような施設や環境が必要だと思います。お考えをお聞

かせください。また、どのような取り組みが考えられますか、伺います。 

(6) 生活支援・総合事業では要支援１・２の訪問・通所介護のサービスの種類、基準、方法、

内容が市の裁量となりました。緩和策についてはこれからと伺いましたが、どう緩和してい

くのか、現在のお考えをお聞かせください。 

(7) 厚生労働省から、ことし３月に施設入所に保証人不要の国が定めた運営基準の遵守徹底の

通知がされました。行政指導が強められましたが、取り組みの経過を伺います。 

(8) 足腰に衰えがきた高齢者にとって、トイレ事情は重要な関心事になっております。トイレ

の洋式化について、糸魚川市の公共施設や公園、観光地施設等の現状、計画、優先順位など

見通しもあわせて伺います。 

２、権現荘の労務管理について。 

権現荘の経営実態について、単年度や過去の実績の収支の状況に注目をしてまいりました。収支

は最も重要な要素ですが、その実績が現場で働く人たちのどのような労働環境で支えられてきたの

か、雇用や権利が遵守されてきたのか、労務管理の内容をお聞きいたします。 

地域振興の核施設であり、地域活性化の重要拠点としての大事な施設であることを踏まえて、以

下の点について伺います。 

(1) 就業規則や労働契約は労使双方にとって重要な要素でありますが、職場ではどのような提

示や契約内容であったのか伺います。 

(2) 雇用形態は１年契約が主なものと伺っておりますが、年間の実働日数、休日実態の実績は

どのような内容になっているのか伺います。 

(3) 年休は１年契約で６カ月を経過して、その８割以上勤務であれば１０日間が付与されます。

未消化日数は翌年まで繰り越されますが、単年契約では保障されないということになるのか

お伺いいたします。 

(4) 長時間労働が続くと、肉体的・精神的疲労を招き、健康状態を損なう原因となります。三

六協定の届け出が必要ですが、その内容についてお聞きいたします。 

以上で、１回目の質問を終わります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

米田市長。 〔市長 米田 徹君登壇〕 

○市長（米田 徹君） 
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古川議員のご質問にお答えいたします。 

１番目の１点目の在宅医療連携協議会では、在宅医療に関する多職種の連携強化や課題について

協議をし、ひすいケアカフェはその事業の１つであります。 

２点目につきましては、看護職・リハビリテーション専門職には、家庭や身近な通いの場で専門

的サービスができるようにすることや、また保健の役割としては、いつまでも日常生活を自分の力

で行えるよう、健康寿命を延伸することが求められております。 

３点目につきましては、ケアマネジャー等が個々の計画を作成し、介護サービス等が提供される

ことで周知を図り、理解を得てきたと考えております。 

４点目につきましては、高齢者同士が支え合う仕組みづくりなど、地域において取り組みが実施

できるよう生活支援の充実を図りたいと考えております。 

５点目につきましては、地域住民が気軽に立ち寄れる開かれた介護施設としていくことは重要で

あり、各法人ではホームページ作成や地域事業への参加、施設内のイベント開催などを工夫を凝ら

して取り組んでいるところであります。 

あわせて、地域密着型サービス事業所が地域交流の場としての機能を持ち、地域に根差した施設

となるよう、市としてもその取り組みを支援してまいります。 

６点目につきましては、現在、サービスを提供いたしております事業所のほか、多様な担い手が

介護サービスを提供できるよう、総合事業の体系について検討いたしております。 

７点目につきましては、指導・監督権限を持つ県が指導することといたしております。 

８点目につきましては、洋式トイレのある施設はおおむね７０％で、今後、施設の改修に合わせ

て洋式化を進めてまいります。 

２番目の１点目につきましては、個人ごとに勤務時間・休暇・賃金等の変形労働時間制の雇用条

件を示した任用通知書を渡しております。 

２点目につきましては、平成２７年度１年間継続して勤務した者の、平均勤務日数は２８２日、

休日数は８４日であります。 

３点目につきましては、継続雇用の方については、年次有給休暇の繰り越しを認めております。 

４点目につきましては、１年単位の変形労働時間制に関する協定を結ぶとともに、三六協定にお

いて延長することができる労働時間を１カ月４０時間、１年間で２００時間といたしております。 

以上、ご質問にお答えいたしましたが、再度のご質問によりましては、所管の部・課長からの答

弁もありますので、よろしくお願い申し上げます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それでは、２回目の質問に入ります。 

１番目と２番目を入れかえて、先に２番目をやらせていただきたいと思います。 

この労務管理であります。午前中にも、かなりお話が出ていたのでありますが、そもそもこの報

告をいただいたのを見ますと、かなりの超過勤務時間があるという実態が明らかになったわけであ

りますが、労働基準法ですよね、そもそもどうしてつくられたのか、この点についてお考えを、認
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識を伺いたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

超過勤務時間が長いということでありますが、この長くなった原因ということなのかなと思って

おりますが、これは特に平成２７年は、リニューアル後のお客様が非常にふえたということで、

８月のリニューアルオープン以降は、本当に対前年でも３０％、４０％以上の売り上げを伸ばすと

いう、大変な売り上げを伸ばしておりました。そういうことが背景にあって、労働環境も非常にき

つくなっていたということが原因だと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

私がお聞きしたいのは、こういう実態があって、そもそもその労働基準法ですね、働く上に誰を

守るのか、あるいは権利を守るというような大きなことがあるわけでありますが、そのことの認識

を伺ったのであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

働く者の全ての皆様方の権利を守るという前提の中で、できているものというふうに認識をいた

しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

権利を守るということでありますと、５月２５日ですね、これ権現荘職員勤務状況というふうに

一覧表になっておりますが、この立場であれば、この非常に多い時間外、それから休日日数も、先

ほど言われたのを下回っている方、何人もいらっしゃいます。それから、年次有給休暇、これの取

得も非常に少ないというのが実態としてあると思いますが、この一番多い１,５７９時間という方

の、この実態を知ったのはいつごろでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

この実態を知ったのは、いつかということでございますが、この委員会の審議があって、労働時
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間の調査をしなさいということで、資料を集めまして、その資料が上がってきた段階で、私が知り

得たということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そうしますと、日々、１カ月とかあるいは３カ月とかという単位では、この時間外労働その他の

条件、これは能生事務所に報告はなかったということになるんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

実態でございますけれども、一応、能生事務所では権現荘の担当者という者がおります。その上

に係長ということで、振興係長がおりますが、その２人のところまでは数字はちゃんと把握できて

いるというところで、ただ次長、また私のところには今、来てなかったということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それはなぜ、報告がなかったということですか、聞かなかったということですか、どちらでしょ

うか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

毎月、超過勤務をやって、最終的には翌月の給料日に計算をしてお支払いするわけなんですけれ

ども、そういった実績の数字を把握して、それは係長のところで数字を押さえて、そのまんま総務

課のほうに行って支払いのほうへ回るということであったというのが実態であります。 

今後は、幾ら何でも私のほうで、ちゃんと数字がわかるようにしていきたいということで、この

新年度からは数字を私のほうで把握していきたいというふうに、システムを変えていきたいと思っ

ています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

先ほど、市長の答弁の中に労働契約、要は個人でそれぞれ結んでいますということを伺ったわけ

でありますが、この内容ですよね、説明等々をどのようにされてきたのか伺います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

先ほど、市長の回答の中で、毎年４月１日に任用通知書をそれぞれの職員に配付して、内容を説

明しているということでございます。これについては、職務の内容であるとか勤務日・勤務時間・

休暇・賃金・保険の加入等々が全て入ってございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そういたしますと、これ単年度の報告でありますけれども、去年、おととしというふうに、これ

を集計した場合に、どのような結果になるのか。そういうのも含めて、それをつかんだ上で、次の

年の契約に当たられていたのかお伺いいたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

超過勤務の実態のところについては、次年度の評価とかそういうことではなくて、例えば時給の

単価ですとかそれをどれぐらい上げるとか、そういったことは評価しますけども、超過勤務時間に

ついての評論というのなかったということであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

最初、総務課長お答えをいただきました労働者の権利を守るということであれば、私は当然、

１,５００時間を超えるような方が出たという話になると、これは大変なことになる、もしかした

ら健康を損なうかもしれない、これが常態的に続いていけば。そういう危機感はなかったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

先ほど、事務所長が申し上げましたように、私どもとしては、ことしになってからのお話でござ

いまして、そういった部分の中で過去のものは確かに議員のほうからお話ございますように、不適

切だったというふうに反省をいたしております。今後に向けましては、職員の雇用増と、そういっ

た部分とか勤務形態の見直し、そういったものを考えながら、あわせながら改善をしてまいりたい

というように思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 
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○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

この庁舎の中でも、臨時の方はいらっしゃいますよね。そういう問題というか、そういう契約を

するときに、ちらっとでも能生の方が頭をよぎることはなかったですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

山本総務課長。 〔総務課長 山本将世君登壇〕 

○総務課長（山本将世君） 

お答えいたします。 

権現荘の市の臨時の方につきましては、やはり権現荘が若干、特質な部分の中で、それ以外の庁

内等におります臨時の方々については、基本的に余り超勤等が少ないというような状況でございま

す。それで、私どものほうには、権現荘の部分につきましても、支払いの実績というような金額の

形で報告が来ている関係から、時間等の確認が若干、なかなかできにくかったという部分がござい

ます。そういった部分の中で、金額の上下によってもある程度判断できる部分がございますんで、

今後、ある程度、能生事務所と連携とりながら、そういったものがわかる形にしてまいりたいとい

うふうには思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

こういう状況の中で、変形労働制、なぜおとりになったのかお答えをいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

職場が温泉旅館であるという実態の中で、やっぱり変形労働制でなければ対応ができないという

ことで、その制度を使っております。 

また、超勤が多い、基本的に多いということについて、この状態をどうするか、またどういうふ

うに対応していくかということで、５月３１日に、実は私のところの次長と振興係長を、上越の労

働基準監督署に出向かせて、係官の方とどういうふうにしていくかということで、いろいろディス

カッションさせていただいて、また指導していただけるということでお約束いただいておりますの

で、今後はそういう方向で進めていきたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

変形労働制をとって、先ほど言われたように旅館、サービス業ですよね、非常に有効的であると
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いうふうに言われておりますけれども、なぜ有効なんだ、そのことをもって旅館業にどういう効果

をもたらすのか、このことの認識はおありになったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

今、原事務所長が答えましたように、職務の性格上、一般職、我々のところの事務のような８時

３０分から５時１５分までというような勤務形態では困難なサービス状況でございますので、変形

労働制という形をとって勤めさせていただいております。その中において、変形労働制の時間を、

勤務時間があるわけですけれども、それを超えて時間外の勤務をいただいたのが非常に多かったと。

全体的に、職員全体の中でも多かったと。また、特別なれた人とかの部分については、先ほど古川

議員からご指摘のあるように、１,５００時間を平成２７年度においては超えるような年間労働時

間になったというような実態があるのは、ご指摘のとおりでございます。その辺の改善については、

是正していかなければならないと。午前中に、古畑議員のご質問にもお答えしましたけれども、是

正していかなければならないということで、平成２８年度に新たに３人の職員を追加採用する形で、

全体的な勤務の休暇等の状況を、バランスをとっていきたいというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今、お答えいただくと、変形労働制の効果がどこにあるのかが、さっぱりわかりません。要は、

１週間４０時間ですよね、これは決められていますよね。そういうのが忙しいときには膨らむ。だ

けど、そうでないときには時間を縮めて勤めてもらうということがあるんじゃないですか。そうい

うことをずっと、全部おやりになってきたのかどうか、お伺いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

その変形労働制の特徴といいますか、忙しいときと忙しくないときのバランスをとる、また土曜

とか日曜とかの１週間の中での、この浮いたり沈んだりする部分を調節できるということで、１週

の中でこの時間の中で働きましょうというそのやり方について、非常にフレキシブルな働き方とい

うことだと思っております。また、権現荘についても、その特徴を生かして、変形労働を取り入れ

てきたというふうに考えています。 

実務的にそういうものができていたかということですけれども、これは、シフト表をつくるとき

に、そういう形で早いところから遅いところまで分担をして職員を張りつけると、そういうことで

適正な職員の配置、バランスをつくっていくというシフト表の作成について、そういうものを生か

しているということでございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そうしますと、そのシフト表には名前が書いてあって、それは記録として残っているというふう

に理解してよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

シフト表は、個人にそれぞれ自分の勤務がわかるように渡る書類でございますので、それぞれの

名前がわかるように、ちゃんとそれを渡すという形になっていると思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そうしますと、勤務時間、どこから勤めてどこで終わったのかというのは、タイムカードだけで

すか。控えはなかったということで理解しますけどいいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

権現荘の現場には、個人個人の朝何時に来て、夕方何時に帰ったという記録はきちっと残ってご

ざいますので、個人個人に記録が残ってございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それは、勤務命令はきちっとされていたということですか。書面ですか、口頭でしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

日々の現場での勤務につきましては、これは支配人の指示、そういったものがあると思いますし、

また、職員同士で休みのやりとりですとか、そういった職員同士のお互いの融通のつけ方というの

もあって、そういったものは支配人が見て、それを認めているということでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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○８番（古川 昇君） 

そうしますと、支配人が全てそのことがわかるということでよろしいですね。 

というのは、そういうふうにかえて、支配にだけが知っていて、その結果が能生事務所に上がっ

てきたら、その過程は全くわからない、どういうことが行われていたかというのは、全くつかむこ

とができないと、把握することができないということで理解しますがよろしいですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

能生事務所に書類が上がってくる前には、支配人が内容をチェックしているというふうに考えて

おります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

そのチェックも甘かったということですよね。 

次、行きますが、先ほどの古畑議員の質問の中で、この１,５７９時間、Ｂの方ですがやってい

らっしゃった。それで、この方は、女性が夕方忙しいからかわってあげて、時間外勤務をやってい

たんだ、そういう善意であって美談のような形の報告がございましたけれども、こんなこと許され

るんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、職場の中での職員同士のやりとりでありまして、この日はどうしても夜、仕事がという

か、ほかに用事があるのでかわってくれませんかということで、Ｂさんがかわってあげたというよ

うな形の協力、お互いの協力だと思いますけど、そういった融通のつけ方というのは、現場ではあ

ると思っています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

三六協定はどこへ行ったんですか。みんなそうやって決めて、法律でこういうふうにやんなさい

というふうに決まってますわ。個人的にやりとりをしたものを、ここに載せてくるということ自体

が、私は許されるのかと聞いてるんですよ。その点、はっきりしていただきたい。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 
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原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

これは、限られた職員数の中で、お互いに融通をつけながらお客様にサービスをする、仕事に穴

をあけないということの、やりくりの中で出てきたことだと思っておりますので、シフト表を厳格

に守ってやって、非常にぎすぎすした職場にするよりも、お互いに調整をとりながら、お互いのや

りくりの中で職場をうまく運営していくというやり方も、やっぱりあるんではないかなというふう

に考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

私は、きちっとやっていったほうが、むしろぎすぎすはしないと思います。かわってもらった人

たちは、結局、負い目になっていくわけですよね。だから、そういう職場の環境のほうが、私はか

えっておかしいんだと思うんですよ。 

ですから、決められたことをきちっとやって、それの報告が能生事務所にきちっと届いて、本当

にそこが管理されているということが、私は前提でなければいけないと思うんですよね。 

千五百何十時間、１,０００時間を超えている人、３人いらっしゃるわけですけれども、この一

番多かった方、超過勤務手当、どのぐらいになったんでしょうか。合計でどれぐらいになったか、

おおよそで結構ですんで、お聞かせいただきたいと思います。 

○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩します。 

 

〈午後１時３０分 休憩〉 

 

〈午後１時３６分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

この方が、年間で受け取った超勤ですね、これぐらい働けばということでございますけれども、

年間で１８５万円、月に直すと１５万４,０００円というふうになっております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 
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先ほど、話ありましたように、それぞれ超勤をされているということになると、休日勤務という

のも発生しますので、そうすると掛け率が違ってくるというのも、総体で言えば、これぐらいの金

額になるということは理解いたします。ただ、一般的に言って、年額１８５万円、月１５万円、こ

ういうふうになると、職場の中で、先ほどの話じゃないですけど、金に困ってんのかという話は大

体出るでしょう。こんなに超勤をしてるんでありゃ、金に困ってるんじゃないかっていうふうに、

大体思われますわ。そういう点は、職場の中、あるいは能生事務所では気づかなかったんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２７年はリニューアル工事をやっておりまして、私も週に一遍ぐらいは現場へ行っておりま

すし、この職員とも何回も会っています。それで、支配人のいないところで、このフロントで彼に

も会っておりますけれども、そういった、今おっしゃったようなことは、私にはじかには言わなか

ったです。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

じかに言うかどうかなんて、そんなことは多分、自分の恥部は出さないとは思いますけれども、

しかし、これだけの金額が支払われていて、なおかつ自己都合でやめたというふうにおっしゃって

いらっしゃいますけども、本当ですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

ちゃんと、書面上も自己都合ということで出ておりまして、それ以上のことはわかりません。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

これは、理由を聞かなったということなんでありましょう。それで、更新ができなかったという

ことにつながったんじゃないですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

金子総務部長。 〔総務部長 金子裕彦君登壇〕 

○総務部長（金子裕彦君） 

お答えいたします。 

午前中、古畑議員のご質問にもお答えいたしましたけれども、この３月でおやめになった方が
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１名いらっしゃいますけれども、その方は自己都合ということで申し出があり、状況をお聞かせい

ただく中で、やむを得ないねということで退職いただいたものであります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

自己都合ということでありますので、そこをまた、お聞きする機会があればというふうに思って

おります。 

それから、この働く実働日数の上限、先ほど２８２日、休日が８４日というふうに伺いました。

これは、決まっているところでは２８０日、それから休日が８５日というふうになっておりますけ

れども、この一覧表を見ますと、休日８４日というふうにクリアされている方、そんなにいないと

思うんですが、この点についてはどうなんですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

平成２７年度の表でございますけれども、先ほど申し上げましたとおり、８月１日以降のリニュ

ーアルのオープンで、大変その後、お客様の入りがよくて、非常に職場がタイトであったというこ

とで、日数についてもかなり厳しい数字になっているということで、それだけ一生懸命、職場に協

力いただいたというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

これは、じゃ、皆さんと職場の代表の方とそれぞれ話し合って、休日労働ということで振りかえ

ていったというふうに理解してよろしいですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

そのように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

この中の時間外労働それぞれ、私が経験してきたところによれば、時間外労働をやる理由等々を

はっきりとして、それを受けて、その権限を持っている方が許可を出すというのが、これが常識で

すよね。それで、この権限を持っていらっしゃるのはどなたですか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

現場の権限は、支配人というふうに認識しております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それでは、支配人はきちっと三六協定の手順に従って、ずっとやってこられて、なおかつこうい

うふうな非常に多い時間外労働が発生してしまった、こういうことで、その権限は支配人にあった、

こういうことでよろしいですね。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

原能生事務所長。 〔能生事務所長 原 郁夫君登壇〕 

○能生事務所長（原 郁夫君） 

４月１日付で契約をする覚書の中に、労務管理という一行があるもんですから、それも含めての

権限といいますか、義務といいますか、お願いしていることというふうに認識しております。 

ただ、今後は、やっぱり支配人に一任するというんではなくて、やっぱり能生事務所もかかわっ

て職場の健康管理、また職場全体の労働環境について、しっかりと労使が一緒になって取り組んで

いくということのために、能生事務所、私も副支配人である次長も、もっとかかわっていくという

体制に切りかえていきたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それでは、１番目の質問に移りたいと思います。 

この１番目でありますが、在宅医療・介護の連携、これは在宅介護を支えるための生活基盤の土

台を保障していく上で、とりわけ重度の要介護者とその介護家族、これにとっては命綱と言える、

私は取り組みだと思っております。この施策の目標は、どんな状態になることが望ましいとお考え

でしょうか、認識をお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

どのような状態になるのが望ましいかということでございますが、住みなれた自宅、または地域

の中で、その人に必要な医療・介護・生活支援といったサービス、こういったものを受けながら、
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最終的にはそこで終末期を迎えるということが望ましいというふうに考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それが、地域包括ケアということでありますけれども、特に医療の関係についてお聞かせいただ

きたいと思います。 

連携協議会の事務局としての立場がおありだと思いますが、今まで、どういうふうにやってこら

れたのか、あるいは現状どうなっているのか、お聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

連携協議会の事務局ということでございますが、昨年度まで、県の糸魚川地域振興局健康福祉部、

こちらが事務局となっていました。平成２５年度から２７年度までの３カ年でございます。今年度

から、市が引き継いで、この事務局を担当しておるところでございます。 

今までの経過を見ますと、介護・医療職、こちらが共同で、ひすいケアカフェですとか、講演会

や研修会を企画・運営することで、お互いに役割を理解し、いわゆる顔の見える関係づくり、これ

ができたというふうに考えております。ただし、この顔の見える関係づくりにつきましては、まだ

一部の関係者にとどまっておりまして、さらに広げていくことが必要であるというふうに考えてお

ります。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

この関係については、まだまだこれからと、これから強めていくという立場で考えておりますけ

れども、そうしますと、現在お医者さん、行政と医師、あるいは医師会とのかかわりの中で、現状

把握や計画などの連携、あるいは意思疎通、事務局としてどのように努めてこられたのか、図って

きたのか、その点についてお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

意思疎通ということでございますが、在宅医療それから介護関係者へアンケートを実施しており

ます。そこから、現状把握した上で、協議会の中で協議をいたしておるところでございます。 

また、ひすい在宅プロジェクトの実施計画の作成を通じまして、事務局の地域振興局、それから
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市と協同いたしまして、医師会との連携と意思疎通を図ってきたところでございます。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

地域の中での医療体制、これは非常に大事でありまして、現状どういうふうに捉えていらっしゃ

るのか、つまり受け入れ態勢ですね、お医者さんの。これは主治医としての役割があるんだろうと

思います。それから訪問診療、これは往診ということだろうと思いますが、あるいは介護施設に対

するお医者さんのかかわり、こういう点をお医者さん側から見たときに、先ほどの意思疎通ではな

いですけれども、何か課題等々見えてきたもの、おありになるんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

診療所の先生方につきましては、一次医療であるかかりつけ医といたしまして、往診態勢を含め

地域の総合診療を担っていると。それから、介護施設につきましては、協力体制、協力医療体制を

とるという中で、ご協力をいただいているというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

往診体制、あるいは介護施設へのお医者さんのかかわり、これ非常に近くのお医者さんじゃなく

て、遠いお医者さんにお願いせざるを得ないというような施設も、私は事情をお聞きしているんで

すよね。そういう場合に、お医者さんの高齢化みたいなものもやっぱり、私は１０年、１５年、

２０年というふうに見ていった場合、糸魚川の医療体制を見たときに、診療所等々はやっぱり課題

として、ないのかなという気がするんですが、その点についていかがですか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

確かに議員おっしゃるとおり、そういった課題はあると思っております。今ほどの、在宅医療の

連携協議会の中で、４つの柱があるわけなんですが、その１つとしてチーム体制による在宅医療の

推進というのは行われております。その中で、かかりつけ医を中心とした情報共有と事例検討等に

ついて、検討しているというところでございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 
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○８番（古川 昇君） 

今、言われましたように、そういうところ、できるところのお医者さんに、ずっと全部負荷がか

かっていく。これもまた、余り行き過ぎると、私は問題が出てくるんだろうと思うんですよね。 

ですから、糸魚川の中で全体を見たときに、若手の方々、あるいはそこに糸魚川病院の先生方に、

どう協力してもらうのかというようなところが、私は意思疎通、医師会との話だと思うんですよ。

そこのところは、どういうふうにやっておられるのか、もう一回お願いします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

先ほど申し上げましたとおり、ひすい在宅医療プロジェクトの中の１つの柱ということで、チー

ム体制による在宅医療の推進ということでやっているところでございますが、まだまだそこの部分

に対して、市のかかわりというのが、若干希薄かなというふうに思っておりますので、その辺につ

きましては、今後の課題というふうに捉えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

いずれにいたしましても、人材不足、お医者さんもそうでありますし、看護師さんもそうであり

ます。ここのところに、最終的にはやっぱり問題が突き当たっていくんだと思うんですけれども、

やっぱり今あるところで、どうやって最大の効果を上げるかというのは、私は福祉事務所の仕事だ

というふうに思いますので、そこの点は、きちっとやっていただきたいと思います。 

それから、今の目標を、私は２４時間３６５日、定期巡回随時対応型訪問介護看護、もう一つは

小規模多機能の居宅介護、ここに看護を入れて複合サービス、これがきちっとやられて私は地域包

括ケアというものの、大きなところのエリアを占めるというふうに、私は思うんですけれども、そ

この構築していく今の過程、現状どのぐらいになってるのかというのをお聞かせいただきたいと思

います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

在宅の２４時間を進める中では、いわゆる訪問看護等が必要不可欠であるというふうに考えてお

ります。 

そうした中で、今年度なんですけれども、訪問介護事業所が１つふえまして、全体としては３つ

になっております。今後もそのニーズを図る中で、検討したいというふうに考えております。 

また、サービス体制の基盤といたしましては、今後、まだまだ検討していかなければならないと

いうふうに考えております。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

ふえたということになりますと、非常に心強いわけでありますが、やっぱり糸魚川の体制を考え

れば、そういうところを大事にしていってほしいというふうに思います。 

２番目に移ります。この中では、看護・リハビリテーションあるいは保健が新しくなったわけで

ありますけれども、これ看護についてお聞きいたしますけれども、今まで、入院の看護、あるいは

医師の診療補助というところにとどまらずに、広い視点で看護というものを、看護職が、専門職が

捉えている。今、看護ステーションあるいは糸魚川病院、あるいはその中に看護のケア病棟ができ

たわけでありますけれども、現状、どんな取り組みが行われているかお聞かせいただきたいと思い

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

糸魚川総合病院につきましては、地域連携室、こちらのほうが中心になりまして、病院内での会

議を行うことで、円滑な退院ができるような検討をしているというふうに聞いております。 

また、訪問看護ステーションにつきましては、訪問看護が必要となるような方に対しまして、退

院時のカンファレンス等に参加し、退院の支援にかかわっていただいております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

今、言われたそういう看護で地域を見ていく。それが、私は連続して、地域の中につながってい

かなければ、館を幾らつくっても全く効果がないわけ。効果がないと言ったら語弊ありますけれど

も、やっぱり日常、地域の中にどうつなげていくかという視点が非常に私は大事だと思うんですよ

ね。この点については、どのようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

ご指摘のとおり看護、特に訪問看護につきましては、地域包括ケアシステムの重要な要素である

というふうに考えております。今後、先ほど申し上げましたとおり、訪問看護事業所の充実もあり

ますことから、先ほどの在宅医療、それから在宅介護の連携協議会において、ケアマネジャーや介

護職、訪問看護の看護師等がお互いに顔の見える関係の中で、多職種連携を行うことが必須である
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というふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

リハビリテーションもこの中に入れたという考え方、これについては現場ではどのように捉えて

いらっしゃいますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

リハビリテーション、リハビリ職に重点を置くことで、本人の生活機能の向上それから社会参加、

こういったものを進めていけるというふうに思っております。これからの方策としては、より生活

に根差した自立支援を目指すものというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

リハビリの目的は、今、確かに言われたように、自立の支援であります。今、糸魚川の中で事業

所、訪問事業所に１カ所、それから通所の事業所に２カ所というふうに、この事業計画に書いてあ

る。しかし、その中身を読んでみますと相当、人数としてはふえていってるという傾向が見られる

わけですよね。あえて入れたということになると、やっぱり人材的にそこにリハビリ職の方々をふ

やして、施設も同時にやっぱり受けられるところをふやしていくという考え方なんでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

事業所の確保か、もしくは人材の確保かということなんですが、こちらのほうにつきましては、

いわゆるニーズを把握しながらということになりますけれども、事業所確保、それから人材確保、

両方とも必要であるというふうに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

それから、総合事業の中で、短期集中型のリハビリ通所サービス、あるいは訪問の機能訓練とい

うところも、これいわゆるサービスのＣというところですよね。これは今年度、あるいは今年度始

めるのか、それを前提にしてやっぱりリハビリを充実させていくんだというふうに捉えてよろしい

ですか。お考えをお聞かせください。 
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○議長（倉又 稔君） 

暫時休憩をします。 

 

〈午後２時００分 休憩〉 

 

〈午後２時００分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き、会議を再開いたします。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

失礼いたしました。 

あくまでも、ニーズを見ながらというところでございますが、リハビリというのは、今後の高齢

者の方の人生を決める上で、非常に必要だというふうに考えておりますので、そういった方向で進

めていきたいと思っております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

保健師さんの考え方でありますが、先ほどお答えをいただきました。 

この保健師さん、地域の包括支援センターにもいらっしゃいますし、いらっしゃらないところも

あります。それで、保健師さんが特にこういう分野で、私はやっぱり人をつないでいく、そういう

場所もつないでいくというようなところに保健師さんの役割も受け持ってもらうんだという立場で、

その保健師さんもこの中に充実するという点で出たんではないかと思うんですが、保健師さんの人

材、これは充足しているのか、あるいは市の保健師さん、そういう１つのやり方の中に、市の保健

師さんの協力体制みたいなものは、どのようにお考えでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

保健の考え方ということかと思いますけれども、この考え方といたしましては、地域包括ケアシ

ステムにおいて、健康意識の向上ですとか自助のための知識を広めていく上で、保健師の役割とい

うものが、これまで以上に拡大されているというふうに捉えております。 

協力につきましては、今、恐らく市の保健師がという部分でおっしゃられてるのかなと思うんで

すが、市の保健師につきましては、市全体で捉えてそういったものをやっていくというふうに考え

ております。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

人材の面でも、私は万全ではないというふうに思っております。ですから、そういう意味で、市

の保健師さんも協力をするというのは、そこへ行ってお手伝いというのもあろうかと思いますけれ

ども、１つの流れの中で、やっぱり保健師さんをふやしていくというようなそういう協力も必要な

んではないかというふうに思いますので、ぜひともお願いをしたいと思います。 

次に行きます。住まい方ということになりますと、この住まいというと、おうちというふうにイ

メージしますが、住まい方、どう生きていくのかということにつながっていくと思います。男性で、

平均寿命からすると１５年、６５歳で定年したとしますと。女性が２１年、非常に長い期間、この

間ずっと行くわけでありますけれども、職場におけるこういうふうなどう暮らしていくのか、どこ

で暮らすのか、誰と暮らすのかとそういうようなものも含めて、職場やあるいはその職場をつなぐ、

例えば会議所のようなところで１つの講演会とか、あるいはセミナーみたいなもの、ライフプラン

にかかわるようなそういう問題について、どう連携を図ってこられたのかお聞きしたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

今、職場というお話が出たわけなんですけれども、議員おっしゃるように職場ですとか、会議所

などの職域において、特定健診それから特定保健指導というような形で取り組んでいるというふう

に把握をいたしております。 

それから、ライフステージごとの取り組みにつきましては、昨年度なんですけれども、健康増進

課におきまして、第２次の健康いといがわ２１、こちらの計画の中でこども課、それから福祉事務

所と調整いたしまして、切れ目のない支援となるように一連の流れとして、示しているところであ

ります。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

予防や介護、これは福祉事務所でありますし、健康や生活習慣、これは健康増進課ということに

なっておりますが、それをつなぐところの取り組みというのも、私、非常に大事だと。きのうでも

お話が出ましたけれども、このところはしっかりやってただきたいというふうに思います。 

今はいろんな問題が出されて、新聞等々出ておりますけれども、高齢者、老老介護をされている

方の悲劇、非常に新聞に出ております。介護をしていて、特に男性が多いというふうに聞いており

ますけれども、奥さんの面倒を見てて、もう最終的には追い詰められて手をかけてしまって、なお

かつそこに火をつけて逮捕・起訴されるというような、本当にそういう事件も起きているわけです。 

こういう孤立に対する問題、これをどうするかということなんですが、私はやっぱり隣近所・地
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域でどうかかわっていくかと、そういう体制づくりがなければ、幾らどういうふうな取り組みをし

ようが、私はうまく行かないんだとは思いますけれども、決して都会の話ではない、小さな町でも

こういう事件は起きておりますので、全体の働きかけ、どこを集中していくのか、その点について、

どう図ってこられたのかお聞かせいただきたいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

これにつきましては、昨年度、在宅連携協議会の中でその活動の一環といたしまして、市民公開

講座、これは住みなれた地域で安心して生活を続けるためにというのをテーマにして、実施をいた

しております。それで、この中の講演では、在宅医療と介護の実際のケースを通して、在宅でのみ

とりというのを考えるきっかけになったというふうに考えております。今後も、このような取り組

みを進めていくと考えております。 

以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

言われているのは、男性で責任感が非常に強い人ほど、誰の支援も受けない、誰にも相談なんか

しない、それで孤立をしていくというのがもう、全部のパターンの中にあるんですよね。こういう

方々は、やっぱり若いときから、あるいは退職年齢に近づいたようなときから、やっぱり周りがそ

ういうふうなかかわりを持っていくということが、非常に私は大事だと思うんですよ。それを、一

旦逃すと、全部こういうふうなパターンに陥っていくわけですよね。 

全国的には、こういう事例も大変多くなっているし、自治体でもあるいは自治区でもそういう反

省を随分されておりますけれども、ここのところはやっぱり糸魚川市でも起こるんだ、あしたの問

題かもしれないというところでの認識を持っていただきたいというふうに思います。 

それから次に移りますが、日常生活の中で困り事、細かなということでありますけれども、私は

やっぱり、自治区の皆さんにお願いしていくのが１つの手かなと思うんですよね、今の関係、周り

をどうするか。本当に、中山間地あるいは市街地の中でも状況は、私は違うんだろうというふうに

は思いますけれども、ここへの取り組みを福祉事務所はどのようにされているのか、してきたのか

お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

地域の中での取り組みというふうな形になりますと、出前講座というのがあるかと思います。こ

れにつきましては、市街地それから中山間地にかかわらず、老人クラブですとかサロンといったも

のを中心に、そういった単位でお声がけをさせていただいていたというところであると思います。 
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以上です。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

私は、やっぱり区の皆さんが一生懸命やっている、そこのところにお願いするというのは、私は

やっていく必要があるんではないかと思うんですよね。区の方々というのは、本当に自分たちのエ

リアの中をよく知っているわけですよね。そこに、私が考えれば、例えば福祉担当というような方

を役員の中に置いていただいて、そういう方とやりとりする。それで、その方を中心に、特に自分

の地域に居宅の支援施設があるのであれば、そことつなぐという役割を、私はやっぱり福祉事務所

は果たしてもらいたいと思うんですよ。それがなければ、もう情報公開だとか、あるいは見える化

なんて言っても、私は絵に描いた餅に終わってしまうんではないかと思いますので、ぜひ行政の皆

さんに、そういうところに手を伸ばしていただきたいと思うんですが、お考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

今、議員がおっしゃられるようなものの中では、総合事業の中で生活支援コーディネーターとい

うのがございます。そういったものを設置も可能であるというふうにも考えますので、今後の検討

材料とさせていただきたいというふうに思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

ぜひ、そこはお願いしたいと思います。地域密着型の施設を幾らつくっても、やっぱり住民のほ

うからその施設を遠ざけるというような、そういうふうになっていっては、これをつくった意味が

ないわけですよね。やっぱり、つなぐということを、どっちもやらないと、私はその先はないと思

いますので、ぜひお願いします。 

次に移ります。この総合事業というところでありますが、今年度、介護事業所が１カ所撤退され

たというふうにお聞きをしましたけれども、どのように対処されたのか、撤退理由はどうであった

のか、お聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

お答えいたします。 

今回、休止をしたという形になっているんですけれども、通所介護事業所でございます。こちら

につきましては、職員が確保できないということから、休止に至ったものでございます。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

理由としては、その先をお聞きにならなかったのかもしれませんけれども、お話をお聞きします

と、介護報酬の改定で２.２７％、それから介護の方々の賃金、これを１.６５％上げる、それを考

えたときに、今の報酬が下がって、それでなくても赤字がぎりぎりでやってきたのに、この次こう

いうふうになると、もう次、何年間は見通せないということが言われたんですよね。こういう理由

を、やっぱり私は、行政はつかんでおく必要があると思うんですが、お考えをお聞かせください。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

確かに介護保険事業を運営する中で、こういった高齢者にとって必要な事業所が休止とはいえ、

サービスが利用できなくなるというのは大変なことだと思ってはおります。そういった点では、私

どもも、しっかりとその理由等を把握する中で、対処してまいりたいというふうに考えています。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

一番大事なところでありますけれども、この介護報酬を下げられたというところの影響、どんな

職種の施設が一番影響をこうむったと思いますか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

こちらにつきましては、改定率等を考えますと、小規模の通所介護事業所への影響が大きかった

というふうに認識をいたしております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

去年もそうでした。ことしもそうです。来年どうなるか、そんな保障は誰もありません。一番影

響を受けたところを、やっぱりつかんでおくということは大事なことですので、ぜひともそこのと

ころにアンテナを立ててもらいたい、そういうふうに思います。 

それから、６期の事業計画で新しいところで小規模多機能と、それからグループホームを出され

てますよね。これ、公募もされたようですけど、お話等々あったんでございますか。 
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〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

第６期計画の中で計画をいたしました地域密着型のグループホーム、それから小規模多機能事業

所、こちらにつきましては、残念ながら公募期間の中での応募・問い合わせというのはございませ

んでした。今後も、この計画期間の中で、再公募というような形で実施をしてまいりたいというふ

うに考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

公募がなかったというようなところでありますけれども、背景等々は皆さんでお話になったこと

はありますか、今の状況から。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

水嶋福祉事務所長。 〔福祉事務所長 水嶋丈明君登壇〕 

○福祉事務所長（水嶋丈明君） 

こちらにつきましては、公募をしながら市内の重立った事業所にも、ちょっとお話を聞きにまい

りました。そうした中では、非常に金銭面というよりも、やはり介護従事者の確保が非常に困難で

あると。そういった点で、なかなか手を挙げることができないというふうにお聞きをいたしており

ます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

言われているように、課題ははっきりしているわけでありますので、その課題を解決するために

きちっと手を伸ばす、施設の皆さんに手を伸ばすということが私は大事だと思いますので、しっか

りやっていただきたいというふうに思います。 

最後になりますが、このトイレの洋式化なんですが、それぞれ幾つかあります。公共施設、ある

いは国道に近いようなところの公園とかありますけれども、これの洋式化についての具体的な計画

等っておありでしょうか。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

見辺建設課長。 〔建設課長 見辺 太君登壇〕 

○建設課長（見辺 太君） 

お答えします。 

公園の施設管理につきましては、平成２５年、糸魚川市公園施設長寿命化計画というものを策定
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しております。その策定の中で、現地で施設を確認しまして、その状況をランクづけしまして、優

先度の高いものから改修に努めるようにしております。 

以上でございます。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 

○８番（古川 昇君） 

なぜ、洋式化が必要かと、もう理由は皆さんおわかりになっていると思うんですよね。ですから、

高齢者がやっぱり外出をするというところにも、これは影響してくるんですよね。そういう広いと

ころに立っていただいて、その洋式化、きちんとやっていただきたい。これは、お金がかかる問題

でありますので、財政的にも大変かなと思いますが、特に観光に力を入れているというところであ

れば、ここのところはきちんとやっていただく。決意も含めて、お話をどなたかお聞かせいただき

たいと思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

渡辺交流観光課長。 〔交流観光課長 渡辺成剛君登壇〕 

○交流観光課長（渡辺成剛君） 

お答えします。 

観光施設の洋式化については、入り込み客数の多いところを中心に、かなり整備が進んでいると

いうように考えております。入り込み客数が多いところの中でも、山間地といった部分が進んでき

ておりませんでしたが、ここ数年の間にでも、高浪の池や蓮華温泉の駐車場のトイレの洋式化等を

進めております。 

今後につきましては、今度、入り込み客が少ないといったところが中心になってきますけども、

改修にあわせて整備に努めてまいりたいというように考えております。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

藤田企画財政課長。 〔企画財政課長 藤田年明君登壇〕 

○企画財政課長（藤田年明君） 

お答えいたします。 

トイレの洋式化というのは、少し前ですとやはり和式の物があって、洋式というのは比較的少な

い状況だったと思っています。やはり、それぞれの生活様式の変化、そういう中で逆に今度は和式

の物よりも洋式の物が求められるという、そういった形に変化してきているのかなという気はして

おります。ただ、そういう中でも、一遍に全部変えていくというのは、大変難しいことと思ってお

りますので、実施計画等の中で施設改修にあわせる中で、順次進めていけるようにしていきたいと

思います。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

古川議員。 
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○８番（古川 昇君） 

考え方等々、十分おわかりいただいていると思います。特に国道沿いの海望公園については、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

以上で質問を終わります。 

○議長（倉又 稔君） 

以上で、古川議員の質問が終わりました。 

ここで暫時休憩します。 

再開を２時３０分とします。 

 

〈午後２時２１分 休憩〉 

 

〈午後２時３０分 開議〉 

 

○議長（倉又 稔君） 

休憩を解き会議を再開いたします。 

次に、吉岡静夫議員。 

〔「議長」と呼ぶものあり〕 

○議長（倉又 稔君） 

吉岡議員。 〔１５番 吉岡静夫君登壇〕 

○１５番（吉岡静夫君） 

吉岡です。 

通告書によりまして、途中でちょっと変えるかもしれませんが、やらせていただきます。 

１、柵口温泉事業。 

市議会、市役所の枠を超えて、広く市民の間で非難・批判の声が沸き起こっているのが柵口温泉

事業。今回は、このことにできるだけ焦点を当てて取り上げさせていただきます。 

私、この問題、一貫して、リニューアル・施設統合路線を突っ走る市のやり方を批判し、反対し

続けてきました。が、市長は相も変わらず「リニューアルや温泉施設の統合の進め方については、

これまでお答えしてきたとおりであります。」、これは、前３月定例会でありますが、のまさにオ

ウム返し答弁に終始。 

そこで、その辺も覚悟しながら本論に入ります。 

(1) 日帰り１万５,０００円のチラシ。 

日帰り１万５,０００円なるチラシが、季節限定とはいえ、ばらまかれていました。もちろ

市の金で。 

今、市民の間では、さっきも言いましたように、柵口温泉事業の動きそのものに対して、お

かしい、変だ、だめだの声が噴き出しています。 

その足元では、このような普通の市民感覚では到底納得しがたいような、逆なでするような

チラシを平気でばらまいていた、そんな市の姿勢や取り組みがあったからこそ生まれ、広まっ

たのです。 


